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わ
ず
か
四
七
年
間
で
「
有
史
以
前
」
と
さ
れ
る
時
代
か
ら
十
九
世
紀
に
ま

で
一
気
に
辿
り
つ
き
、
五
〇
歳
に
満
た
な
い
人
生
を
生
き
抜
い
た
セ
ア
ラ
・

ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
（
一
八
四
四―

九
一
）
の
生
涯
は
ま
さ
に
疾
風
の
ご
と
く
で

あ
っ
た
。
先
住
民
は
白
人
の
到
来
に
よ
っ
て
激
変
す
る
生
涯
を
送
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ
の
激
変
の
過
程
を
詳
し
く
記
し
た
書
物
は
多
く
な

い
。
絵
文
字
を
例
外
と
し
て
、
先
住
民
諸
部
族
が
文
字
を
も
た
な
か
っ
た
こ

と
が
、
白
人
と
比
較
し
た
と
き
不
利
で
あ
っ
た
と
は
い
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
文
字
を
も
っ
た
白
人
が
道
徳
的
・
倫
理
的
に
優
れ
て
い
た
と
は
い
え
な

い
。
そ
の
こ
と
こ
そ
、
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
が
自
ら
体
験
し
、
か
つ
、『
パ
イ
ユ

ー
ト
族
の
中
で
生
き
る

│
虐
待
と
主
張

│
』（
１
）（
一
八
八
三
）
に
記
し
た

こ
と
で
あ
る
。

　

彼
女
の
生
涯
は
帝
国
拡
大
中
の
合
衆
国
政
府
と
強
欲
な
入
植
者
た
ち
と
の

闘
い
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
女
と
し
て
自
由
奔
放
に
幾
度
も
恋
に
身
を
投

じ
、
結
婚
と
離
婚
を
繰
り
返
し
た
人
生
で
も
あ
っ
た
。
先
住
民
女
性
で
彼
女

ほ
ど
に
私
的
に
も
公
的
に
も
活
躍
・
活
動
し
た
女
性
は
稀
有
で
あ
る
。

　

彼
女
が
生
ま
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
一
八
四
四
年
で
あ
り
、
生
誕
地
は
現
在

の
ネ
バ
ダ
州
西
部
に
位
置
す
る
ハ
ン
ボ
ー
ル
ト
川
の
湿
地
帯
で
あ
っ
た
。
時

代
と
場
所
と
家
族
が
彼
女
の
人
生
を
規
定
し
た
が
、
ま
ず
、
一
八
四
四
年
と

い
う
時
代
は
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
が
目
前
に
迫
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
生
誕
地
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
近
い
こ
と
は
、
白
人
入
植
者
が
間
も

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ 

　
　
『
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で
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る
│
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張
│
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│
│
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│
│

西　
　

村　
　

頼　
　

男

ウィネマッカ『パイユート族の中で生きる－虐待と主張』－ある先住民女性の生涯－

Page:1無断転載禁止　



二

阪南論集　人文・自然科学編Mar. 2006

な
く
パ
イ
ユ
ー
ト
の
地
に
や
っ
て
く
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
さ
ら
に
、
先
住

民
社
会
で
家
族
の
絆
が
強
い
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
女
が
ウ
ィ

ネ
マ
ッ
カ
と
い
う
北
部
パ
イ
ユ
ー
ト
族
の
族
長
の
家
系
に
属
し
た
こ
と
も
、

彼
女
が
活
動
家
と
な
っ
た
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

　

彼
女
は
白
人
の
文
明
を
受
け
入
れ
る
祖
父
（
ト
ラ
ッ
キ
）
の
影
響
を
幼
時

よ
り
強
く
受
け
、
白
人
社
会
と
積
極
的
に
接
触
す
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

一
八
四
四
年
の
晩
秋
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
隊
が
山
岳
地
帯
に
入
っ
て
き
た
が
、

こ
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
隊
は
初
め
て
荷
馬
車
で
山
岳
地
帯
を
越
え
た
一
隊
で

あ
っ
た
。
ト
ッ
ラ
キ
は
そ
の
道
案
内
役
を
つ
と
め
て
、
彼
が
求
め
て
い
た
白

人
と
の
関
係
を
一
八
四
〇
年
代
に
確
立
し
て
い
っ
た
。
彼
が
自
慢
に
し
た
も

の
は
、
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
レ
モ
ン
ト（
２
）が

西
海
岸
へ
の
道
を
求
め
て

第
二
次
探
検
を
行
な
っ
た
と
き
、
そ
の
道
案
内
を
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
際
、
フ
レ
モ
ン
ト
は
ト
ラ
ッ
キ
の
協
力
に
感
謝
し
て
一
片
の
紙
切
れ
（
一

種
の
「
旅
券
」）
を
渡
し
た
。
そ
れ
に
は
「
こ
れ
を
読
ん
だ
者
は
こ
の
人
物

（
ト
ラ
ッ
キ
）
を
厚
遇
す
る
よ
う
に
」
と
記
し
て
あ
っ
た
。
ト
ラ
ッ
キ
は
こ

の
「
旅
券
」
を
大
切
に
身
に
つ
け
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
行
く
と
き
に
も

役
立
て
た（
３
）。

　

そ
の
一
方
で
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
直
前
の
四
六
年
か
ら
四
七
年
に
か

け
て
の
厳
冬
の
山
中
で
、
白
人
同
士
が
人
肉
を
食
べ
る
事
件
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
に
、「
白
人
は
人
間
で
は
な
い
」
と
い
う
恐
怖
心
が
パ
イ
ユ
ー
ト
た

ち
の
中
に
広
が
っ
た
（
十
四
ペ
ー
ジ
）。

　

や
が
て
、
成
長
し
た
セ
ア
ラ
・
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
は
生
き
延
び
る
術
と
し
て

英
語
は
役
に
立
つ
と
い
う
理
由
で
、
五
七
年
に
カ
ー
ソ
ン
渓
谷
に
や
っ
て
き

た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ー
ム
ズ
ビ
ィ
少
佐
の
家
に
預
け
ら
れ
て
、
彼
女
は
家
事

と
交
換
に
英
語
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
オ
ー
ム
ズ
ビ
ィ
家
を
去
っ
た
彼
女
は

五
八
年
か
ら
五
九
年
の
冬
に
父
親
と
一
緒
に
サ
ン
ホ
ア
キ
ン
へ
行
き
、
そ
こ

で
、
地
獄
の
恐
ろ
し
さ
を
説
く
キ
リ
ス
ト
教
の
説
教
を
聞
い
た
。
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
が
五
〇
年
に
州
に
昇
格
し
て
以
後
、
白
人
の
姿
は
ま
す
ま
す
現
在
の

ア
イ
ダ
ホ
州
、
オ
レ
ゴ
ン
州
、
ネ
バ
ダ
州
な
ど
の
地
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
先
住
民
と
白
人
の
衝
突
は
時
間
の
問
題
と
な
っ
た
。
六
〇
年

一
月
に
、「
一
八
六
〇
年
戦
争
」
と
呼
ば
れ
る
パ
イ
ユ
ー
ト
と
白
人
の
戦
い

が
起
こ
り
、
そ
の
夏
、
七
五
〇
人
の
兵
士
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
派
遣
さ

れ
た
。
同
年
十
月
、
ト
ラ
ッ
キ
が
亡
く
な
っ
た
。

　

彼
女
は
六
四
年
十
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
劇
場
で
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
担
当
官
（
ジ
ェ
ム
ー
ズ
・
ミ
ラ
ー
）
が
計
画
し
た
「
ワ
イ
ル

ド
・
ウ
ェ
ス
ト
・
シ
ョ
ー（
４
）」

に
似
た
シ
ョ
ー
に
出
演
し
た
が
、
計
画
は
失
敗

で
あ
っ
た
。
六
五
年
三
月
に
は
ウ
ェ
ル
ズ
指
揮
官
が
マ
ッ
ド
湖
近
く
に
い
た

パ
イ
ユ
ー
ト
た
ち
を
虐
殺
し
た（
５
）。

こ
の
虐
殺
事
件
後
、
彼
女
の
父
親
（
オ
ー

ル
ド
・
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
）
は
北
の
オ
レ
ゴ
ン
に
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ン
ズ
山
に
入

っ
て
し
ま
っ
た
。
六
八
年
七
月
、
ク
ル
ッ
ク
将
軍（
６
）は

パ
イ
ユ
ー
ト
の
族
長
た

ち
と
会
談
し
て
、
パ
イ
ユ
ー
ト
が
保
留
地
の
外
に
出
る
こ
と
を
許
可
し
た
。

た
だ
し
、
彼
ら
が
軍
隊
に
敵
対
し
て
い
る
バ
ノ
ッ
ク
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
合

流
し
な
い
と
い
う
条
件
つ
き
で
あ
っ
た
。
会
談
の
後
、
彼
女
の
説
得
が
功
を

奏
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
（
オ
レ
ゴ
ン
）
に
い
た
パ
イ
ユ
ー
ト
の
一
群

が
キ
ャ
ン
プ
・
マ
ク
ダ
ー
ミ
ッ
ト
に
移
っ
た
。
軍
が
オ
レ
ゴ
ン
に
お
け
る
牧

畜
業
者
の
台
頭
を
考
慮
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
を
閉
鎖
す
る
と
決
定
し

た
た
め
で
あ
っ
た
。（
キ
ャ
ン
プ
・
マ
ク
ダ
ー
ミ
ッ
ト
は
オ
レ
ゴ
ン
、
ア
イ

ダ
ホ
の
両
州
が
と
も
に
ネ
バ
ダ
州
に
接
す
る
地
点
近
く
で
、
ネ
バ
ダ
側
に
あ

っ
た
。）
六
九
年
十
二
月
頃
、
彼
女
は
こ
の
軍
事
基
地
で
有
給
の
通
訳
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
半
年
後
の
七
〇
年
四
月
四
日
に
彼
女
は
パ
イ
ユ
ー
ト
の

窮
状
を
訴
え
た
、
最
初
の
手
紙
を
ダ
グ
ラ
ス
少
佐
に
送
っ
た
。
七
一
年
に
は

通
訳
職
を
解
任
さ
れ
て
、
病
院
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
七
二
年
一
月
に
は
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エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
中
尉
と
結
婚
す
る
が
、
結
婚
期
間
は
一
カ
月

以
下
で
あ
っ
た
。
七
四
年
に
、
カ
ナ
ダ
系
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｂ
・
ハ
ミ
ル
ト

ン
と
一
緒
に
な
っ
た
が
、
こ
の
年
の
十
二
月
に
父
親
オ
ー
ル
ド
・
ウ
ィ
ネ
マ

ッ
カ
が
会
議
を
召
集
し
た
た
め
に
、
彼
女
は
ソ
ル
ト
・
レ
ー
ク
市
か
ら
戻
っ

た
。
七
五
年
十
一
月
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
担
当
官
（
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｂ
・
パ
リ

ッ
シ
ュ
）
の
通
訳
と
な
り
、
七
六
年
九
月
、
正
式
に
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
と
離
婚

し
て
、
元
の
名
前
に
戻
っ
た
。
七
七
年
十
一
月
、
パ
イ
ユ
ー
ト
の
窮
状
を
訴

え
る
連
続
講
演
会
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
始
し
て
、
約
一
カ
月
間
続
け

た
。
七
八
年
に
は
、
弟
の
ナ
ッ
チ
ズ
が
族
長
の
地
位
を
お
り
た
。
こ
の
年
の

六
月
、
パ
イ
ユ
ー
ト
と
親
族
関
係
に
あ
る
バ
ノ
ッ
ク
族
が
白
人
の
圧
迫
を
は

ね
の
け
る
た
め
に
立
ち
あ
が
り
、「
バ
ノ
ッ
ク
戦
争
」
が
起
こ
っ
た
。

　

バ
ノ
ッ
ク
族
は
パ
イ
ユ
ー
ト
族
と
親
戚
関
係
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

両
者
の
溝
を
深
か
め
た
の
は
白
人
の
侵
入
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ル
ド
・
ウ
ィ
ネ

マ
ッ
カ
と
セ
ア
ラ
が
指
導
し
て
い
る
パ
イ
ユ
ー
ト
は
ト
ラ
ッ
キ
の
基
本
方
針

を
踏
襲
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
白
人
と
の
協
調
を
ど
う
に
か
守
ろ
う
と
し

て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
担
当
官
の
虐
待
に
も
耐
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ノ

ッ
ク
族
は
一
八
七
八
年
に
白
人
の
圧
迫
を
跳
ね
返
す
た
め
に
立
ち
あ
が
っ
た
。

そ
の
原
因
は
、
ア
イ
ダ
ホ
に
あ
っ
た
フ
ォ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
保
留
地
の
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
担
当
官
が
バ
ノ
ッ
ク
に
十
分
な
支
給
品
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
幾
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
、
バ
ノ
ッ
ク
は
カ
マ
ス
草
原

地
帯
で
ヒ
ナ
ユ
リ
（
利
尻
草
）
を
と
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
白

人
は
フ
ォ
ー
ト
・
ブ
リ
ジ
ャ
ー
条
約
を
一
方
的
に
破
棄
し
て
、
ブ
タ
の
大
群

を
持
ち
込
ん
で
、
彼
ら
の
生
活
環
境
を
破
壊
し
た
。
こ
う
し
た
事
情
が
バ
ノ

ッ
ク
戦
争
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
を
ク
ル
ッ
ク
将
軍
も
認
め
た（
７
）。

　

七
九
年
二
月
、
パ
イ
ユ
ー
ト
は
ヤ
キ
マ
保
留
地
に
移
さ
れ
、
同
年
六
月
、

彼
女
は
同
地
で
シ
ョ
シ
ョ
ー
ニ
族
（
シ
ー
プ
・
イ
ー
タ
ー
ズ
）
の
子
供
た
ち

の
た
め
に
学
校
を
開
設
し
た
。
八
〇
年
夏
、
彼
女
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
旅
行

で
や
っ
て
き
た
ヘ
イ
ズ
大
統
領
に
パ
イ
ユ
ー
ト
の
窮
状
を
救
っ
て
欲
し
い
と

嘆
願
し
た
が
、
無
駄
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
最
後
の
結
婚
は
八
一
年
一
月
で
あ

り
、
相
手
は
七
歳
年
下
の
ホ
プ
キ
ン
ズ
で
あ
っ
た
。
八
三
年
か
ら
八
四
年
夏

に
か
け
て
東
部
で
三
〇
〇
回
以
上
の
講
演
を
行
な
っ
た
が
、
講
演
地
は
ボ
ス

ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、
ボ
ル
チ
モ
ア
な
ど
で
あ
っ
た
。

八
三
年
に
、『
パ
イ
ユ
ー
ト
族
の
中
で
生
き
る

│
虐
待
と
主
張

│
』
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
版
さ
れ
た
。
同
年
十
月
五
日
、
ド
ー
ズ
上
院
議
員
の
家

に
招
待
さ
れ
、
八
四
年
四
月
二
二
日
に
は
、
議
会
小
委
員
会
で
証
言
し
た
。

八
六
年
夏
に
は
、
パ
イ
ユ
ー
ト
の
子
供
の
た
め
の
学
校
を
建
設
し
、
八
七
年

十
月
一
八
年
に
は
、
ホ
プ
キ
ン
ズ
が
亡
く
な
っ
た
。
八
九
年
三
月
、
ゴ
ー
ス

ト
・
ダ
ン
ス
教（
８
）の

影
響
で
生
徒
は
い
な
く
な
っ
て
、
同
年
夏
、
学
校
は
閉
鎖

さ
れ
た
。
九
一
年
春
、
彼
女
は
ヘ
ン
リ
ー
湖
に
戻
り
、
同
年
十
月
十
六
日
、

亡
く
な
っ
た
。

Ⅱ
『
パ
イ
ユ
ー
ト
族
の
中
で
生
き
る
│
虐
待
と
主
張
│
』

　

こ
の
書
物
は
セ
ア
ラ
・
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
が
一
八
八
三
年
か
ら
八
四
年
夏
に

か
け
て
東
部
で
行
な
っ
た
講
演
を
、
あ
る
白
人
女
性
が
編
集
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
女
性
の
名
前
は
メ
ア
リ
・
タ
イ
ラ
ー
・
マ
ン
と
い
う
。
マ
ン
は
合

衆
国
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
先
駆
者
と
し
て
著
名
な
ホ
レ
ス
・
マ
ン（
９
）の
夫
人

で
あ
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
パ
ー
マ
ー
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー（０１）と
姉
妹
で
あ
っ
た
。

ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
は
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
最
初
の
女
性
出
版
者
と
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
書
物
は
東
部
に
住
む
二
人
の
白
人
女
性
の
協
力
の
も
と
に

編
集
・
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
書
物
は
著
者
の
生
誕
時
前
後
の
時
代
か
ら
一
八
八
三
年
ま
で
の
こ
と
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を
記
し
て
お
り
、
内
容
と
し
て
は
自
伝
で
も
あ
り
、
パ
イ
ユ
ー
ト
族
の
歴
史

で
も
あ
る
。
全
体
を
三
部
に
分
け
る
と
、
第
一
部
は
第
一
章
に
対
応
し
て
お

り
、
家
族
の
こ
と
を
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
四
四
年
以
後
、
白
人
が
移

住
す
る
こ
と
で
起
き
た
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
は
第
二
章
に
対
応

し
て
お
り
、
パ
イ
ユ
ー
ト
族
の
歴
史
・
習
慣
・
社
会
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
三
部
は
そ
れ
以
後
の
章
で
あ
り
、
パ
イ
ユ
ー
ト
と
白
人
の
衝
突
を
扱
っ
た
、

き
わ
め
て
同
時
代
的
な
記
録
で
あ
る
。

　

第
一
部
（
す
な
わ
ち
、
第
一
章
）
は
「
パ
イ
ユ
ー
ト
と
白
人
の
最
初
の
出

会
い
」
と
い
う
章
題
が
つ
い
て
お
り
、
書
物
全
体
の
約
六
分
の
一
を
占
め
る
。

野
営
し
て
い
た
著
者
の
祖
父
ト
ラ
ッ
キ
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
や
っ
て
き

た
白
人
の
一
団
を
見
る
と
、「
白
人
の
兄
弟
よ

│
わ
れ
わ
れ
が
待
っ
て
い

た
白
い
兄
弟
が
つ
い
に
や
っ
て
き
た
」
と
言
っ
て
白
人
を
歓
迎
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
白
人
は
ト
ラ
ッ
キ
を
信
用
し
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ッ
キ
は
、
白
人

は
ま
た
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
部
族
の
者
に
言
っ
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

世
界
の
初
め
に
は
二
人
の
女
の
子
と
二
人
の
男
の
子
が
い
た
。
一
組
の
女
の

子
と
男
の
子
は
色
が
肌
黒
く
、
も
う
一
組
は
白
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
二
組
は

友
好
的
だ
っ
た
が
、
間
も
な
く
二
組
は
喧
嘩
を
始
め
た
、
と
い
う
話
で
あ
っ

た
（
六
│
七
ペ
ー
ジ
）。
ト
ラ
ッ
キ
の
言
っ
た
通
り
、
年
を
経
る
に
つ
れ
て

多
く
の
白
人
が
や
っ
て
き
た
た
め
に
、
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
一
家
は
分
裂
し
た
。

ト
ラ
ッ
キ
は
白
人
の
文
明
を
す
ぐ
に
受
容
し
よ
う
と
す
る
が
、
彼
の
息
子

（
オ
ー
ル
ド
・
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
＝
著
者
の
父
親
）
は
人
々
に
山
に
入
る
よ
う

に
と
告
げ
る
（
十
二
ペ
ー
ジ
）。
ト
ラ
ッ
キ
が
白
人
の
文
明
を
受
容
す
る
契

機
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
目
に
し
た
新

聞
で
あ
る
。
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
彼
ら
（
白
人
）
が
こ
ん
な
驚
嘆

す
べ
き
こ
と
を
な
し
う
る
の
な
ら
ば
、
彼
ら
は
人
で
は
な
く
、
ま
ぎ
れ
も
な

い
精
霊
だ
」（
十
九
ペ
ー
ジ
）
と
賞
賛
す
る
。
白
人
は
ハ
ン
ボ
ー
ル
ト
川
に

毒
を
入
れ
た
と
い
う
噂
も
流
れ
、
実
際
多
く
の
パ
イ
ユ
ー
ト
が
死
ぬ
。
白
人

に
対
す
る
態
度
は
ト
ラ
ッ
キ
と
彼
以
外
の
者
と
で
は
正
反
対
で
あ
る
こ
と
が
、

繰
り
返
し
読
者
に
語
ら
れ
る
。

　

第
二
部
（
す
な
わ
ち
、
第
二
章
）
に
は
「
家
庭
内
お
よ
び
社
会
の
道
徳
」

と
い
う
章
題
が
つ
い
て
い
る
。
当
然
、
他
の
先
住
民
諸
部
族
の
習
慣
や
道
徳

と
共
通
す
る
も
の
は
多
い
が
、
本
書
の
特
徴
と
し
て
は
、
女
性
の
視
点
か
ら

語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
女
の
子
は
花
の
名
前
に
あ
や
か
っ
て
命
名
さ

れ
る
。
女
性
が
結
婚
の
対
象
と
な
る
年
齢
に
達
す
る
と
、
公
に
さ
れ
る
。
結

婚
相
手
を
決
め
る
の
は
女
性
本
人
の
意
志
で
あ
る
。
結
婚
後
、
新
郎
と
新
婦

は
古
い
衣
類
を
総
て
他
者
に
与
え
て
、
本
人
た
ち
は
新
し
い
衣
類
を
ま
と
う
。

第
一
子
の
誕
生
時
に
は
、
夫
は
二
五
日
間
、
家
事
を
勤
め
る
。
族
長
の
テ
ン

ト
は
い
ち
ば
ん
大
き
い
が
、
そ
れ
は
人
々
が
集
ま
っ
て
話
し
あ
う
た
め
で
あ

る
。
族
長
は
そ
の
際
、
人
々
を
供
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
族
長
は

い
つ
も
貧
し
い
。

　

第
三
部
（
第
三
章
か
ら
第
八
章
ま
で
）
で
は
パ
イ
ユ
ー
ト
と
白
人
の
衝
突
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
担
当
官
と
保
留
地
制
度
の
実
態
な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
読

者
は
そ
の
中
に
著
者
の
活
躍
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
お
い
て
、

ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
の
文
明
化
政
策
批
判
、
軍
隊
と
の
関
係
、
教
育
者
と
し
て
の

側
面
な
ど
を
検
討
す
る
。
最
初
に
、
彼
女
が
一
八
七
〇
年
に
ダ
グ
ラ
ス
少
佐

に
宛
て
て
書
い
た
、
パ
イ
ユ
ー
ト
の
窮
状
に
つ
い
て
述
べ
た
手
紙
の
全
文
を

引
用
す
る
。

　

合
衆
国
陸
軍　

Ｈ
・
ダ
グ
ラ
ス
少
佐
へ

　

拝
啓

　

こ
の
駐
屯
部
隊
の
部
隊
長
か
ら
、
あ
な
た
さ
ま
が
、
可
能
な
ら
ば
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
を
ト
ラ
ッ
キ
川
保
留
地
に
送
る
こ
と
で
、
そ
の
境
遇
を
改
善
で
き
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る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
、
こ
の
周
辺
に
住
む
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
関
す
る
完
全

な
消
息
を
求
め
て
お
ら
れ
る
と
、
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
カ
ー
ソ
ン

市
に
い
た
る
間
に
住
ん
で
い
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
総
て
パ
イ
ユ
ー
ト
族
に
属

し
ま
す
。
私
の
父

│
名
前
は
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
と
申
し
ま
す

│
は
全
部
族

の
主
席
族
長
で
す
が
、
今
や
、
高
齢
の
た
め
に
、
彼
ら
を
従
わ
せ
た
り
、
あ

る
い
は
、
彼
ら
の
心
に
保
留
地
に
送
ら
れ
る
必
然
性
を
教
え
込
む
だ
け
の
指

導
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
父
は
そ
れ
に
反
対
し
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
父
、
私
自
身
、
そ
し
て
、
ハ
ン
ボ
ー
ル
ト
川
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

と
ク
ー
ィ
ン
ズ
川
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
大
多
数
は
か
つ
て
は
ト
ラ
ッ
キ
保
留
地

に
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
私
た
ち
が
あ
そ
こ
に
留
ま
っ
て
い
た

な
ら
ば
、
餓
死
す
る
だ
け
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
し
、
人
々
が

本
来
受
け
る
資
格
の
あ
る
も
の
を
担
当
官
か
ら
受
け
取
っ
て
い
た
な
ら
ば
、

人
々
は
あ
そ
こ
を
立
ち
去
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
農
業
に
関
す
る

人
々
の
知
識
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
人
々
は
全
く
無
知
で
す
が
、
そ
れ
は

人
々
に
学
ぶ
機
会
が
全
く
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
力
が

適
切
に
か
け
ら
れ
た
な
ら
ば
、
人
々
は
自
分
自
身
の
労
力
に
よ
っ
て
自
活
す

る
よ
う
に
喜
ん
で
努
め
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
生
産
物
が
自
分
の
も
の

と
な
り
、
自
分
が
利
用
で
き
、
自
分
を
満
足
さ
せ
る
も
の
と
な
る
と
信
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
と
い
う
条
件
つ
き
で
す
が
。
私
た
ち
が
保

留
地
に
い
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
私
が
事
細
か
に
述

べ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
保
留
地
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
、
川
で

捕
れ
る
だ
け
の
魚
で
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
れ
ば
十
分
で
す
。

も
し
も
、
こ
れ
が
保
留
地
で
私
た
ち
を
待
っ
て
い
る
文
明
化
と
い
う
も
の
な

ら
ば
、
山
で
生
き
、
私
た
ち
の
生
来
の
流
儀
で
長
く
生
き
る
方
が
は
る
か
に

望
ま
し
い
で
す
か
ら
、
私
た
ち
が
保
留
地
に
入
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
な
く
て

す
む
よ
う
に
神
が
許
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
暮
ら
し
に
関
す
る
限
り
は
、
い
ず

れ
で
あ
ろ
う
と
駐
屯
地
に
い
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
十
分
な
食
料
と
、
廃
棄
さ

れ
た
衣
類
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
い
つ
ま
で
続
く
の
で
す
か
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に

関
す
る
政
府
の
目
標
は
何
で
す
か
。
私
た
ち
が
お
と
な
し
く
し
て
い
る
こ
と

で
十
分
で
す
か
。
総
て
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
駐
屯
地
か
ら
移
し
て
、
ト
ラ
ッ

キ
川
保
留
地
や
ウ
ォ
ー
カ
ー
川
保
留
地
の
よ
う
な
保
留
地
に
入
れ
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
現
在
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
服
従
さ
せ
て
お
く
た
め
に
必
要
な
以

上
に
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
境
界
内
に
拘
留
し
て
お
く
た
め
に
よ
り
多
く
の
駐

留
兵
力
が
必
要
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が

土
着
の
地
で
恒
久
的
な
定
住
地
を
確
保
で
き
る
と
保
証
さ
れ
る
な
ら
ば
、
さ

ら
に
、
私
た
ち
の
白
人
の
隣
人
が
私
た
ち
の
権
利
を
侵
略
す
る
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
納
得
の
ゆ
く
分
け
前
の
土
地
が
私
た
ち
の
も
の
と
し
て
割
り
当
て
ら

れ
、
必
要
な
学
習
す
る
便
宜
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
未
開
人
は
今
か
ら
十

五
年
か
ら
二
〇
年
後
に
は
社
会
の
慎
ま
し
く
て
遵
法
精
神
に
と
ん
だ
構
成
員

に
な
る
と
、
私
は
保
証
し
ま
す
。

　

貴
下
、
い
つ
の
日
か
、
こ
こ
に
住
む
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
関
す
る
消
息
を
必

要
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
私
が
そ
れ
を
提
供
で
き
れ
ば
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

　

一
八
七
〇
年
四
月
四
日　

ネ
バ
ダ
・
キ
ャ
ン
プ
・
マ
ク
ダ
ー
ミ
ッ
ト
に
て

セ
ア
ラ
・
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ（

１１
）

　

こ
れ
は
彼
女
が
二
六
歳
で
書
い
た
手
紙
で
あ
る
。
彼
女
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

オ
ー
ム
ズ
ビ
ィ
少
佐
の
家
で
英
語
を
習
い
始
め
た
年
齢
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

こ
の
手
紙
に
現
れ
る
英
語
の
表
現
方
法
も
修
辞
も
優
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
手
紙
は
、
彼
女
が
将
来
、
指
導
者
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と

を
予
想
さ
せ
る
に
十
分
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
白
人
と
の
共
存
を
望
む
と
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い
う
基
本
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
、
パ
イ
ユ
ー
ト
を
め
ぐ
る
現
状
に
言
及
し
、

か
つ
、
将
来
に
対
す
る
展
望
も
述
べ
て
い
る
。
彼
女
は
ま
た
、
論
法
も
心
得

て
い
る
。
こ
の
手
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
決
し
て
彼
女
独
り
の
も
の
で

な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
父
親
に
言
及
す
る
。
オ
ー
ル
ド
・
ウ
ィ
ネ
マ
ッ

カ
は
、
実
際
は
全
パ
イ
ユ
ー
ト
族
の
長
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
女
は
父
親
の

権
威
を
借
り
る
。
は
る
か
東
部
に
い
る
白
人
が
パ
イ
ユ
ー
ト
の
実
情
を
知
る

よ
し
も
な
い
か
ら
、
彼
女
の
主
張
が
反
駁
さ
れ
る
恐
れ
は
な
か
っ
た
。

　

彼
女
は
手
紙
の
中
心
部
で
、
現
実
に
保
留
地
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

担
当
官
に
よ
る
搾
取
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
農
作
物

の
搾
取
が
あ
げ
ら
れ
る
。
横
暴
な
の
は
担
当
官
だ
け
で
は
な
く
、
入
植
者
の

白
人
た
ち
は
パ
イ
ユ
ー
ト
の
権
利
を
侵
害
し
て
憚
ら
な
い
。
結
論
と
し
て
、

保
留
地
制
度
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
白

人
の
主
張
す
る
「
文
明
化
」
の
内
容
に
疑
問
を
提
起
す
る
こ
と
に
も
な
る
が
、

彼
女
は
手
紙
の
締
め
括
り
方
を
心
得
て
い
る
。
パ
イ
ユ
ー
ト
の
文
明
化
は
可

能
だ
と
断
言
す
る
が
、
そ
の
少
し
前
で
、
軍
隊
に
言
及
す
る
。
駐
屯
地
に
い

る
パ
イ
ユ
ー
ト
に
と
っ
て
、
軍
隊
は
生
存
を
保
証
し
て
く
れ
る
場
で
あ
る
と
、

軍
人
を
賞
賛
す
る
。
軍
人
の
公
正
さ
に
寄
せ
る
彼
女
の
期
待
が
大
き
い
こ
と

は
著
書
の
中
で
繰
り
返
し
見
ら
れ
る
。

　

こ
こ
に
引
用
し
た
少
佐
宛
て
の
手
紙
は
後
年
、
ヘ
レ
ン
・
ハ
ン
ト
・
ジ
ャ

ク
ソ
ン
の
『
恥
ず
べ
き
一
世
紀
』（
一
八
八
一
）
に
収
録
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ク

ソ
ン
は
詩
人
エ
ミ
リ
ィ
・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
の
友
人
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
こ

の
書
物
は
合
衆
国
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
政
策
に
影
響
を
与
え
た
画
期
的

な
書
物
で
あ
る
か
ら
、
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
は
歴
史
の
中
に
し
っ
か
り
と
名
前
を

刻
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

〈
告
発
〉

　

一
八
六
九
年
、
グ
ラ
ン
ト
大
統
領
は
「
ク
エ
ー
カ
ー
政
策
」
と
称
さ
れ
る

政
策
を
採
用
し
始
め
た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
担
当
官
を
キ
リ
ス
ト
教

諸
派
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
一
覧
表
か
ら
選
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

グ
ラ
ン
ト
が
最
初
に
頼
り
に
し
た
教
派
に
ち
な
ん
で
「
ク
エ
ー
カ
ー
政
策
」

と
い
う
名
前
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
遠

隔
の
地
で
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
報
酬
を
受
け
て
奉
仕
し
て
く
れ
る
有
能
で
廉

直
な
担
当
官
を
補
充
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
保
留
地
に
任
命
さ
れ
る

人
間
が
一
度
も
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
り
、
そ
の
文
化
に

つ
い
て
全
く
無
知
で
あ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
畑
を
耕
し
た

こ
と
の
な
い
農
業
指
導
員
、
字
の
書
け
な
い
事
務
官
、
他
の
学
校
で
は
勤
ま

ら
な
い
無
能
な
教
師
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た（

２１
）。

　

ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
は
こ
の
書
物
で
、
保
留
地
制
度
が
役
人
の
蓄
財
の
た
め
に

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
文
明
化
政
策
の
中

で
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
農
業
指
導
に
つ
い
て
、
彼
女
は

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
担
当
官
（
マ
ッ
ク
マ
ス

タ
ー
ズ
）
は
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
送
る
分
と
し
て
収
穫
物
の
五
分
の
一
を
取
り
上

げ
る
が
、
収
穫
量
が
す
く
な
く
て
も
取
り
上
げ
る
（
八
七
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、

マ
ッ
シ
ュ
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
う
農
業
指
導
員
は
農
作
業
を
教
え
て
く
れ
な
い
ば

か
り
か
（
八
八
ペ
ー
ジ
）、
さ
ら
に
、
種
子
の
代
金
は
パ
イ
ユ
ー
ト
が
支
払

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

教
育
に
関
し
て
い
え
ば
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
担
当
官
（
ス
ペ
ン
サ
ー
）
は
自

分
の
娘
を
教
師
に
指
名
し
て
、
月
額
五
〇
ド
ル
を
与
え
る
。
ま
た
、
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
担
当
官
は
白
人
の
牧
畜
業
者
か
ら
家
畜
一
頭
に
つ
き
、
一
ド
ル
を
受

け
取
っ
て
、
財
産
を
築
く
（
八
六
ペ
ー
ジ
）。
し
た
が
っ
て
、
業
者
が
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
の
土
地
に
侵
入
し
て
も
担
当
官
が
取
り
締
ま
ら
な
い
の
は
当
然
で

あ
る
。
こ
う
し
て
連
邦
政
府
が
支
給
す
る
公
金
が
私
物
化
さ
れ
る
の
は
稀
有
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な
こ
と
で
は
な
い
（
八
六
ペ
ー
ジ
）。

　

担
当
官
は
文
明
化
政
策
を
推
進
す
る
役
割
を
担
わ
な
い
ば
か
り
か
、
不
法

行
為
を
行
な
う
。
一
八
六
八
年
の
春
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
保
留
地
の
担
当
官
（
ヒ

ュ
ー
・
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
が
あ
る
先
住
民
に
火
薬
を
販
売
し
た
。
火
器
の

使
用
は
す
で
に
普
及
し
て
い
た
が
、
先
住
民
に
対
す
る
火
薬
の
販
売
は
違
法

で
あ
り
、
先
住
民
の
火
薬
所
持
も
違
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
先

住
民
は
不
法
所
持
犯
で
担
当
官
の
部
下
に
殺
害
さ
れ
た
。
そ
の
先
住
民
の
兄

弟
は
報
復
と
し
て
白
人
に
負
傷
を
負
わ
せ
た
（
七
九―

八
〇
ペ
ー
ジ
）。

　

ま
た
、
担
当
官
事
務
所
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
医
師
は
配
給
の
多
量
の
ア
ル

コ
ー
ル
を
ほ
と
ん
ど
飲
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
先
住
民

を
治
療
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
師

は
そ
れ
を
横
領
す
る
（
一
三
〇
ペ
ー
ジ
）。

〈
軍
隊
賛
美
〉

　

彼
女
の
軍
隊
に
寄
せ
る
信
頼
と
親
密
さ
は
先
に
引
用
し
た
ダ
グ
ラ
ス
少
佐

宛
て
の
手
紙
に
も
現
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
祖
父
ト
ラ
ッ
キ
か

ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ッ
キ
が
フ
レ
モ
ン
ト
か
ら
も
ら
っ
た

一
片
の
紙
を
「
旅
券
」
と
し
て
役
立
て
た
よ
う
に
、
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
も
軍
人

を
自
分
の
頼
み
と
し
た
。
彼
女
は
、「
軍
隊
に
行
っ
て
報
告
す
る
」
と
い
う

趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
担
当
官
の
不
正
か
ら
自
分
と
部
族

を
守
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

　

一
八
六
五
年
の
マ
ッ
ド
湖
虐
殺
事
件
の
後
、
翌
六
六
年
に
軍
は
ジ
ョ
ー

ジ
・
ク
ル
ッ
ク
将
軍
を
パ
イ
ユ
ー
ト
を
抑
え
る
た
め
に
派
遣
し
た
。
ク
ル
ッ

ク
は
経
験
に
よ
っ
て
、
保
留
地
制
度
は
先
住
民
の
本
性
に
か
な
っ
て
い
な
い

と
い
う
理
由
で
、
先
住
民
を
保
留
地
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
に
賛
成
し
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
ク
ル
ッ
ク
は
、
パ
イ
ユ
ー
ト
が
平
和
的
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、

遊
牧
生
活
を
認
め
た
。
そ
の
結
果
、
パ
イ
ユ
ー
ト
た
ち
は
キ
ャ
ン
プ
・
マ
ク

ダ
ー
ミ
ッ
ト
で
自
由
に
生
活
し
、
兵
士
の
た
め
に
働
い
た
。
支
給
品
も
も
ら

え
た
。
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
が
軍
隊
と
軍
人
に
対
し
て
好
意
を
抱
く
こ
と
に
な
っ

た
の
も
当
然
で
あ
る
。

〈
教
育
〉

　

一
八
六
〇
年
春
、
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
は
祖
父
ト
ラ
ッ
キ
の
意
向
に
そ
っ
て
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
ノ
ゼ
の
学
校
に
妹
と
と
も
に
学
校
に
入
学
し
た
。

学
校
は
女
子
修
道
会
の
学
校
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
白
人
の
金
持
ち

た
ち
は
、
自
分
の
子
供
が
先
住
民
の
子
供
と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
に
反
対
し
た
。

そ
の
た
め
に
二
人
は
間
も
な
く
退
学
し
た
。

　

彼
女
は
こ
の
よ
う
な
自
分
の
体
験
か
ら
、
先
住
民
の
子
供
を
対
象
と
し
た

学
校
を
開
設
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
が
、
彼
女
の
教
育
者
と
し
て
の
適

正
を
評
価
し
た
同
時
代
の
証
言
が
あ
る
。
先
に
手
紙
を
引
用
し
た
ヘ
ン
リ

ー
・
ダ
グ
ラ
ス
少
佐
は
ネ
ヴ
ァ
ダ
州
に
お
け
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
対
策
局
の
局

長
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
七
〇
年
、
連
邦
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
対
策
局
長
に
対

し
て
、
キ
ャ
ン
プ
・
マ
ク
ダ
ー
ミ
ッ
ト
に
先
住
民
の
た
め
の
学
校
を
開
設
す

る
こ
と
を
建
議
し
た
。
そ
の
建
議
書
の
中
で
、
彼
は
、
彼
女
の
「
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
の
言
語
に
関
す
る
知
識
と
人
格
」
が
彼
女
を
「
貴
重
な
女
教
師
」
に
す

る
だ
ろ
う
と
述
べ
た（

３１
）。

　

彼
女
の
教
育
へ
の
情
熱
は
部
族
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
七
九
年
、

連
邦
政
府
の
方
針
で
パ
イ
ユ
ー
ト
が
ヤ
キ
マ
保
留
地
に
住
む
よ
う
に
な
る
と
、

彼
女
は
そ
こ
に
い
た
シ
ョ
シ
ョ
ー
ニ
族
の
十
八
名
の
子
供
に
英
語
を
教
え
始

め
た
。
こ
れ
は
彼
女
の
シ
ョ
シ
ョ
ー
ニ
語
を
理
解
す
る
能
力
を
証
明
す
る
が
、

同
時
に
、
こ
れ
は
彼
女
が
、
部
族
を
超
え
る
活
動
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い

た
証
明
で
も
あ
る
。
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Ⅲ　

評　

価

　
『
パ
イ
ユ
ー
ト
族
の
中
で
生
き
る

│
虐
待
と
主
張

│
』
を
編
集
し
た

メ
ア
リ
ー
・
タ
イ
ラ
ー
・
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
先
住
民
の
こ
と
を
文
学

作
品
と
し
て
書
い
た
最
初
の
書
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
マ
ン
は
ウ
ィ
ネ
マ
ッ

カ
が
女
性
で
あ
る
こ
と
に
重
要
性
を
認
め
て
い
る
（
二
ペ
ー
ジ
）。

　

本
書
出
版
の
意
義
は
、
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
に
パ
イ
ユ
ー
ト
の
お
か

れ
て
い
る
現
状
を
知
ら
せ
、
か
つ
、「
ク
エ
ー
カ
ー
政
策
」
の
実
態
を
示
し

た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
二
十
世
紀
に
入
っ
て
実
行
さ
れ
る
同
化
政
策
の
修

正
を
迫
っ
た
先
駆
的
な
書
物
で
も
あ
る
。

　

先
住
民
社
会
で
は
個
人
と
部
族
社
会
は
相
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
が
、
著

者
は
本
書
に
お
い
て
そ
の
こ
と
を
十
分
に
描
い
た
。
さ
ら
に
、
読
者
は
明
確

に
、
女
性
の
視
点
を
十
分
に
感
じ
る
。
ネ
バ
ダ
大
学
出
版
部
が
本
書
を
一
九

九
四
年
に
復
刊
し
た
意
義
は
自
明
で
あ
る
。
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
出
版
部
が
一

九
九
〇
年
に
『
モ
ー
ニ
ン
グ
ド
ー
ヴ

│
セ
ー
リ
ッ
シ
ュ
の
自
伝
』
を
出
版

し
た
こ
と
と
共
に
、
先
住
民
文
学
研
究
に
寄
与
す
る
復
刊
で
あ
る
。

　

本
書
の
第
三
章
は
パ
イ
ユ
ー
ト
族
の
民
族
誌
と
し
て
貴
重
な
記
録
で
あ
る

が
、
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
は
民
族
誌
の
記
録
者
で
あ
る
こ
と
に
満
足
し
な
か
っ
た
。

彼
女
は
農
業
や
英
語
教
育
の
価
値
を
認
め
る
が
ゆ
え
に
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
担

当
官
、
農
業
指
導
員
、
医
師
、
宣
教
師
た
ち
の
腐
敗
を
激
し
く
追
及
す
る
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
軍
人
を
信
頼
す
る
。

　

一
九
世
紀
後
半
に
先
住
民
と
し
て
彼
女
ほ
ど
に
活
躍
し
た
女
性
は
他
に
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
、
彼
女
に
対
す
る
評
価
は
一
定
せ
ず
、
評
価

は
大
き
く
分
か
れ
る
。
良
い
ほ
う
の
評
価
は
、
彼
女
は
西
部
の
歴
史
に
お
い

て
尊
敬
に
値
す
る
、
自
己
の
利
害
を
度
外
視
し
て
行
動
し
た
、
精
力
的
な
女

性
と
い
う
評
価
で
あ
る
。
彼
女
は
政
府
か
ら
独
立
し
た
学
校
を
建
設
し
、
先

住
民
の
主
張
を
通
す
た
め
に
尽
力
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、

彼
女
は
父
親
（
オ
ル
ド
・
ウ
ィ
ネ
マ
ッ
カ
）
を
称
賛
す
る
こ
と
で
、
自
分
を

誇
示
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
ま
た
、
彼
女
は
軍
部
の
手
先
で

あ
っ
た
、
さ
ら
に
は
、
部
族
の
裏
切
り
者
で
あ
っ
た
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

北
部
パ
イ
ユ
ー
ト
族
の
中
に
お
い
て
も
、
彼
女
に
対
す
る
評
価
は
一
定
し
て

い
な
い
と
さ
れ
る（

４１
）。

注 

（
１
） Sara W

innem
ucca H

opkins, Life A
m

ong the Piutes: T
heir W

rongs and 

C
laim

s (R
eno: U

niversity of N
evada Press,1994).

以
下
、
本
文
中
に
お

け
る
引
用
は
総
て
こ
の
書
物
に
よ
る
。
ペ
ー
ジ
数
の
み
を
記
す
。

（
２
） 

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
生
れ
の
軍
人
、
探
検
家
。
一
八
一
三―

九
〇
。
第
一
次
探
検

で
は
キ
ッ
ト
・
カ
ー
ソ
ン
の
援
助
を
え
て
、
オ
レ
ゴ
ン
へ
の
最
善
の
道
を
確

立
し
た
。
第
二
次
探
検
で
は
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
を
探
検
し
て
、
カ
ー
ソ
ン
峠
を

経
て
シ
エ
ラ
・
ネ
バ
ダ
を
越
え
た
。
第
三
次
探
検
で
は
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
を
越

え
て
、
パ
イ
ユ
ー
ト
の
地
で
あ
る
ウ
ォ
ー
カ
ー
湖
に
到
達
し
た
。
彼
の
西
部

旅
行
記
は
多
く
の
人
に
読
ま
れ
た
。

（
３
） Sally Zanjani, Sarah W

innem
ucca (Lincoln: U

niversity of N
ebraska 

Press, 2001) pp.23-4.

（
４
） 

ワ
イ
ル
ド
・
ウ
ェ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
（
大
西
部
シ
ョ
ー
）。
合
衆
国
西
部
開
拓
時

代
を
再
現
し
た
大
が
か
り
な
見
世
物
。
特
に
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
・
ビ
ル
ズ
・
ワ

イ
ル
ド
・
ウ
ェ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
（
一
八
八
三
│
一
九
一
六
？
）
が
有
名
で
あ
る
。

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
・
ビ
ル
は
ポ
ー
ニ
ー
エ
キ
ス
プ
レ
ス
（
一
八
六
〇
│
六
一
）

の
御
者
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
ニ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
ミ
ズ
ー
リ
州

セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ゼ
フ
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
ま
で
一
九
六

〇
マ
イ
ル
を
走
っ
た
早
馬
便
。
ビ
ル
自
身
は
一
八
七
六
年
に
バ
フ
ァ
ロ
ー
・

ビ
ル
ズ
・
ワ
イ
ル
ド
・
ウ
ェ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
を
組
織
し
て
合
衆
国
と
ヨ
ー
ロ
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ッ
パ
各
地
を
巡
業
し
た
。

（
５
）Zanjani, Sarah W

innem
ucca, p.76.

（
６
） 
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